
68.草津市追分古墳の再評価

前期古.tnとは、 「民衆議と駒絶した位llt・波紋 ・形

態 ・内谷をそなえた首長必として発生し」、「そうした

隔絶性にくわえて、その営i盆数は地域的にきわめてか

さrられている。そのため、それは地域的政治集団の首

長の議J としてあらわれ、 「しだいに管長総力の務示

という性格をつよめながら変避をたどる」と替われ、

その出現の契機は 「首・授が布tと共肉体との媒{本の役掬l

をはたすと考えられるにいたったことがらをj車線とし

て形成された:J r神性を付与されたti・疫の霊を共肉体

の守桜並としてまつる集団的な送事事俄ネしの発迷J と共

肉体に「規制きれながら集団支配の縦持と発展をはか

ろうとする首・長階級による付'fi力の誇示」とのこつの側

面の統ーである.

そして、さらにお別出現の庖核的契機11、 「中央総

力による地方哲土芸術のゑ認が、地方首長のJJ直属と古墳

の成立として袋現されたJ bのとして考えられ、 「問

一的抗7移の持及から大和政総の国家的身分制としての

提1:1初lを一元的契機とする古坑の築造」であろうといわ

れるようになってきた.

そして、今日ではさらに、「古墳出現の間際的契織」

が求めらil、 「三世1・紀前半に邪馬台国女王卑弥呼が銚

より脱税倭王に封ぜられ」たことなどから、 「これら

諸国主がそれぞれ中国王朝の官爵をえて、その給来と

してその官爵身分に照応する中国王将jの礼法にしたが

いJ府議を造営-し、それによ って閣内的総威を示現した

のではないか」と恕定されている.
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前!gJ台lJlの.t.n形には、主として前方後円刻、前方後

n敗、阿波、方.tJ'tがあ って、これら古川1立大部分が山

丘頂部や丘陵頂苦I1に築造されて必 1)、ょのことについ

て「階級的支配者がその政治的権威を示す方法として

共同体成只の税党にう ったえる目的」があって、常に

r民衆が古坑を日常的 ・経験的に彼型l'のうちにおさめ、

たえず生活の中から仰ぎ見る」状態にあることが大き

く評価されてきた。このため、前知j古坑の立地は「高

所に営まれるJ べきものとまで雷われてきた，

しかし、ここ数年間のうちに、かなり隙られた地主主
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a追分吉積 b織部古墳 c吉宮波

山古墳 d*塚古墳 e瓢.山吉壊

で二二の主主税が破綻しつつあるといえる。

その中心地域{主、大和鴎三輸山山節商織の平地に築

かれた古tJU停である。

答墓古墳を筆頭に石塚、矢塚、策回大j家、 l勝山古邸

宅F々がそれらの一株である。

周担主部の発~.\ù楠査がなされた石塚で11、その築造年

代が庄内式之総の時代をi鱗るものといわれており、箸

五~~rtí打Tで 1;1:lilJ方部の潟奈によって、布留式土骨量の最古

のらめが出土しており、文字どおり、日本列μ殺古の

古墳鮮といえる。

前期古績は立地においても民衆惑と隔絶し、山上に

築造されるらめとして11宣伝されてきたが‘そのように

定義することはー磁の真理を見失うことになろう。
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記述の~I員序として、世に著名な三輪山山総尖結古噴
務中の答書E周辺から平地の前JtlJ古境を織摘することに

なったが、このことに註なを引いたのは、先に野洲町



出筑波山古trtの{拡C(rのためのtltn:li貧Xf.1凋伐を災地した

乱干のことである.

当時、(l974if.ごる)近江に.1;1する俊市の.8拘置が平地

に市1ずるとよみに篠遣さ tlて必リ、 flJtflと前方後問墳

の存(f.するニと合連べ、一部山RltMト大島嵐山δ績と、

~1i古績に触れた.

近江のニの州、定111.を〈つがえすにたるilU事11、大

ilt ili撤回前大*薗f織俄jljJIW可筑)、来辺町出足E亀塚古

境(前}j後円検).先のjljl:lit山古J1¥と安土III1l山古.tn

{前方後円筑)であヲfニ.
総書事古喰11鈍のtr.t園長I苦闘機泌が三JIJ縁者11民主"をはじ

めて伐の鋭と司る似拠に求めた徐州"が:11:しして必り、

他に、鳴jfii式以前の.f6J(.脚郎、欽斧がある.主体郁(死

.rr.を税ったblli般)1よ幣火パィi1!ではなかった.

市1Ai.皮山占Jj'tli、I.ilL <銚餓を三i師11¥圃kしており、

墳丘第一次JI/ti;洲市・ら/11J二した土総Ulj.庄内式併行か

下うてもイ旨留A初li11というべき bのであ，た

1ft庭の亀A訴と安二U&v.'ltlJrjtnが平j也及びlf平胞に築

かれているとはいえ先のi!J・JJtとはわずかに!f.・ftが下る

かと忠われ、 Jft形bいずれとも前方後円Jflであった.
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いま、ここにi'if干舗を.ドすきっかけをつ〈ろうとす

るぢ繍;卓、光の手~);{後山や織郡古墳と tfl丘のm模、立

地が飴似し、そのlf.・{tlよおいて乙、 :H:.l:i1l物の特異性

に必いてもtHJすべきむのである.

1，¥ i'1・市追分町中lG(1fI繋太郎忠i喰村火';:追分小字中

1己576ilJ:J也)1ニ所t.:するi息分占t貧11、.fJl.j色分lI!ii喜の来

1何滑にあって、 111"u(i毎週{現。:IIJ東海道と呼ばれてい

る欠倉二丁目からおfI:v.gTIiに至る街道よリさらに古

い Lのでのち憎ttUf滋と呼ばれた)と.本怜街道の交

A追分吉積 8肉因追分駅家推定地 I : 50000 

る.

IUH遣なことは織$~it貨の位置もまた、刑囚 111 JII Uの

旧東海道と被点をなすとよろであリ、大きな拘が肉然

の良m~ もたらしている.tfi:土飯原山古境 ι また、 l目

安土内湖の叡奥部に~1I1 L 1.ょ闘を利用した:t・'O!状の古

J食であ司て、眼健併を彼けるとすぐに畑中仙沼に速し、

湖~を術断する二ともでさる受泊の要である.

古明Utt神社のJ如何となり、 flilJtに祉がゐって、噴

丘高さ 3m以上{凡ソイ・尺fJ'l).境丘直後42m、JftJtlffll

(天渇)f1.4.8m(凡ソ16尺余}四四にifi事がUめられる.

地給調:{jの事長ゐ:liii.O":せられていない.おそら〈治初

からないのであろう.ニ tlLまたt込書事、古1.f波山州古

峨にJむ泌するところである.
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1926il'-(大.tE15ij')12JI.いかなる目的か七i似リの際、

中央頂部より粘土~nが売はされ、 S昼、刀剣四ロ(期内

I尚倒的iにニロずつ遣いてあ勺た).刀子数本、鉄銭fd剤、

餅館.，-説本、鉄鋼車十数や;絡が発見された.そして出土

造物内大1・{孟現{I:東京[同五tl守物館に寄贈されている.

1927ij (昭和 2年)4 JJ2311十lけ及び問符'7T119日付

けで以匁JiJ'に従iliされど『市挑発見ニ付御届J(縫代間

岡倫太郎ほか5名)rl1の rlUによると、

1号拍:iJ.) 1 4. 2 "'J- f(r 
3 "，;. 87) 2RS噌 111 .1サ全 S尺

5 ¥;.織 134= 6 -¥;. ，'i1J 3尺

7沙問破1¥・ la !IサJf 2 唱.~~川3

9'サ仰い1: II! LI掬唱~J}Jl. 10¥;・ 8・(.1政1'，

1-1>: 

1包

la 

以.と

とあリ、 n(京国立憎物館(11l~)川市・*博物館}の領収1:1

で1:1、 l釧織15鍋分、 13仰とあリし Lの、 11f'験 3 

側、1.刀身 3口分、 1書1)身 2口分、 lJ1.;終伐g・
5十5.\~:とあり、その IUI ~‘< )かの制必がみうけられる.

大 5なjinいl.t.$('(.例.欽S弘、 JJ(-などの数とイr'隔
であり. I噂物館ではIi~l)) J-1(rで告1)4211分としたので

(! 

)11ト省績と 514均出土位置(昭和 2~の記録)
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あろう。

なお、添付資料中の「古器物棋11-図」によると、紫環

U(!大7Jl::想定されるもの11q口(}{.ソ 3尺=約91師、 2

尺 3寸=が~69.7側、 1 尺 8 寸=約54 . 5cm 、 9 寸 5 分=

約28.8cm)、矢先13水、給光(凡ソ 9 ・J5 分)、鉄斧 3~1

( (凡ソ 3寸=約 9cm、rt凡ソ l寸 Z分=約3.64cm、凡

ソ3寸、け1凡ソ 2、1・5分=約 7.6cm、凡ソ 4寸 5分=

約13.6cm、rll凡ソ 2寸=約6cm)が図示されていた。
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当時の模写図
6 

これら出土m物中故大の|掲.(.吐~Ii、鋭の術無である。

1 936.1f. ( fJrHn 11 if.) 3月刊行の ri銭幻県史館i名勝天然記

念物概要』によると明確に鋭の出土が記載されている

にもかかわらず現地からJ差出された当時めru:jrtには鋭

のことについてー曾半句もふれられておらず、その有

無が線認されていない.

他的 1つは、ここに図示されている紫環頒としか考



L司判長ノ令注急大;対L本会と
可怜包巻、もそ官ffX
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えられない大刀の出土である。しかも内反りを示し、

4刃先も鋭f.tJに切リ怒とされていて特爽なものといえる。

混桜が各種そろっていることにも意味があるのであろ

うか。

現夜、泉下の古墳からは紫環頭大刀の出土例はなく、

織内においても類例は少ない。

山城締弁大事長山古墳て'は全長93cmをllllJるものが1口

出土しているし、初先の鮫似するものに箔附煤一食・山

銚子塚古噴出土の大刀、会長79.5cmがある。会長28.8

ゆ命

_;~ 

当時記された追分略図

cmというような小線総な討を刻刻の小刀の類例を求める

ならば、数:主主I時代の5短絡から出土した筋肉県八女市色

ノ叩遺跡のそれが全長30cmて・あった.

しかもニれら大7J()ヲメJI側部分が閣のように明織なら

のでなかったとすれば、これこそ弥生時代に大路 ・4土
ぬから入手されたものであり、内Jit時代まで{創立-され

た r銚志倭人伝』正始it年記載の卑弥呼が賜った大7J

そのものに.ffli.!Iiない。 ()Ll1ri"(j;平)
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